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はじめに

今求められている生徒の学力．人間性

　－「生きる力」を育むためにー

　中央教育審議会は平成20年１月に出された答申）

の中で，「生きる力」を「変化が激しく，新しい道の課

題に試行錯誤しながらも対応することが求められる複

雑で難しい時代を担う子どもたちにとって，将来の職

業や生活を見通して，社会において自立的に生きるた

めに必要とされる力」としている。

　知識基盤社会の到来やグローバル化の進展等急速に

社会が変化する中，次代を担う子どもたちには，幅広

い知識と柔軟な思考力に基づいて判断することや，他

者と切磋琢磨し，異なる文化や歴史に立脚する人々と

の共存を図ること等，変化に対応する能力や資質が一

層求められている（　・　等は西崎による,以下同じ）。

　　　　　　　　一一このような状況において，「生きる力」を育むことがま

すます重要になってくると言える。

　また，近年の国内外の学力調査の結果等から，我が

国の子どもたちには思考力。判断力・表現力等に課題

がみられることもわかっている。

２　「思考力・判断力・表現力」を育む教育

　　　一学習指導要領の改訂等から一

　教育基本法や学校教育法の改正等を踏まえ，「生き

る力」を育むという学習指導要領の理念を実現するた

め，その具体的な手立てを確立する観点から学習指導

要領が改訂注2）された。

①改正教育基本法等を踏まえた学習指導要領改訂

②「生きる力」という理念の共有

③基礎的・基本的な知識・技能の習得

④思考力・判断力．表現力等の育成

⑤確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保

⑥学習意欲の向上や学習習慣の確立

⑦豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実

　思考力・判断力．表現力等を育むために，観察・実

験，レポートの作成，論述等知識・技能の活用を図る

学習活動を発達の段階に応じて充実させるとともに，

これらの学習活動の基盤となる言語に関する能力の育

成のために,小学校低・中学年の国語科において音読・

暗唱,漢字の読み書き等基本的な力を定着させた上で，

各教科等において　記録　要約　説明　論述といった

学習活動に取り組む必要があると指摘した．

３　実習校の実態から

　　　一一小一中のよさを活かす一

　私か実習をさせていただいている愛知県豊橋市立吉

田方中学校は，一小一中（一つの小学校児童がそのま

ま一つの中学校に進学する）という実情から，地域の

絆が強く，生徒は孤立することなく元気に明るく学校

生活を送っている。その反面，生徒の人間関係が固定

化されているという現状もあると伺った。

　私か参観させていただいたある授業において，話し

合い活動が行われた。その際，積極的な生徒と消極的

な生徒の意見の出し方に差を感じた。話し合う際には

すべての生徒が公平な立場で意見を出せることが望ま

しいと考えられる。自分一人で取り組むのではなく，

本報告書では，専門教科である体育科での授業実践

（実習Ⅱ）を中心に述べさせていただくこととする。

　基本的な技能を習得することは前提だが，競技者を

育てるような技術の向上に特化した授業ではなく，体

育の中でも他者とのかかわりを大切にしたり論理的に

考えたりする授業を展開していくことが重要となった。

２　体系的な指導を目指して

　体育においては，小学校から高等学校までの12年

間を一貫して生涯にわたる豊かなスポーツライフの基

礎づくりを目指している。“心と体を一体としてとら

え”という心身一元論の立場を取っていることを意識

して授業を展開していく必要がある・3）。

　12年間を4（小学校１年生～4年生)4（小学校５年

生～中学校２年生）－4（中学校３年生～高校３年生）に

分け，これらを「各種の運動の基礎を培う時期」－「多

くの領域の学習を経験する時期」－「卒業後に少なく

とも一つの運動やスポーツを継続することができるよ

うにする時期」とし，指導内容の体系化と明確化が図

られている。これをもとに，発達段階に応じた系統的

な授業が必要になっている。

３　体育科でも「言語活動の充実」を
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Ⅱ　体育科に求められること

１　学習指導要領改訂より　一生涯を通じて学ぶ一

　今回の学習指導要領改訂により，体育の改善の基本

方針42）が以下のように示された。

　　「体を動かすことが，身体能力を身に付けるととも

に，情緒面や知的な発達を促し，集団的活動や身体表



求められでいる。

　文部科学省が提示している事例集４４）には，球技の

授業で作戦を考え改善の方法などを互いに話し合う活

動が載っている。これは筋道を立てて考えることがで

きるため，論理的思考力を育むための一つの手段だと

言える。今回は個々に目標を立てたこともあり，それ

ぞれの目標に対して筋道を立てて論理的な思考を深め

るためには，レポート記述が有効であると考えた。

４　指導と評価の一体化

　学習評価は一般に「関心・意欲・態度」「思考・判断」

　「運動の技能」「知識・理解」の４観点に照らして行

われる45）。目標や内容にもとづいた指導によって学

　しかし現実には，「技能」のみに焦点を当てその結果

を評価する向きかおる。すなわち，スキルテストで“で

きる・できない”と二項対立的に評価され，それが通

知表などの評定に直結していることが少なくない。つ

まり，運動が得意な生徒はよい成績がつき，運動が苦

手な生徒は悪い成績がつくということである。

　平成14年に「指導要録」が改訂され，従来の「相

対評価」に換えて「目標に準拠した評価（絶対評価）」

が提案された。学習指導要領に示す基礎的・基本的な

内容の確実な習得を図るため，学習指導要領に示す目

標に照らして子どもたちの実現状況を適切に評価する

方法としての意義が認められっつある。

　評価は「運動の技能」の習得・活用のみではなく。

　「関心・意欲・態度」「思考・判断」「知識・理解」を

総合的にとらえる必要がある。今回の実践で重視した，

体育科を通して認め合い支え合うことや自分の生き方

に活かす等の視点から，体育の授業をとらえ直す必要

がある。すなわち単に成績の良し悪しを判断するだけ

１　テーマ設定の背景と実践計画

　学習指導要領16）に「学校行事を通してべ

人間関係を形成し，集団への所属感や連帯感を深め，

公共の精神を養い，協力してよりよい学校生活を築こ

うとする自主的，実践的な態度を育てる。」と明記され

ている。

　学校という集団活動の場では，個性を尊重して得意

分野を引き出していくことはもちろん大切だが，すべ

ての活動に対して互いに協力して物事に取り組んでい

くことが重要である。また，学級はすべての生徒の居

場所となることが必要であり，本来そうでなければな

らない。学級が立ち上がってすぐの５月にある学校行

事（体育祭）に向けて，準備・練習・本番等の中で全

員が活躍できるような場を作り個も学級も成長できる

よう実践を進めた。

２　実践内容

　（１）道徳・学活の授業

　体育祭前に道徳の授業を２回，体育祭後に学活の授

業を１回実践した。

　また，学級通信の中に授業で学んだことや学級の仲

間の記述等を載せ，授業の翌日に発行した。学級の仲

間の考えを知り，自分とは違った考えを認めたり自分

の考えを再度見つめ直したりできるよう，できる限り

多様な記述を載せるよう心がけた。

①道徳「私たちの体育祭　HOWマッチ？」

目的・目標:体育祭で自分は何に最も価値を置くのか，

学級のみんなはどのような価値を持っているのかを知

り，よりよい学級を作っていけるようにする。

　一人100万円（50万・30万・15万・５万）を持ち，

練習・努力・応援・団結・勝利・友情・思い出・楽し

さの８つの中で自分は何に価値を置くのか，またその

理由を考えた。その後４人グループになり，再度話し

合って発表した。すべての生徒が意見を出せるような

環境を作るために少人数グループ（4人）とした。

②学級通信
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めていくことが重要であるとしている。このような観

点から，新しい学習指導要領においては言語に関する

能力の育成を重視し，各教科等において言語活動を充

実することとしている。



③研究授業　道徳「学級新聞作り」（明るい人生より）

目的・目標：２日後にせまった体育祭に向けて，学級

全体で気持ちを高める。

　メインの活動の「登場人物の３人の誰に共感する

か？」という価値の類型化の場面では，全員が黒板に

名前磁石を貼り，その理由について意見を出し合った。

④学級通信

⑤学活「君はどこかでヒーロー」

　　～体育祭の振り返り～

目的・目標：体育祭の振り返りの中で「自分」「友達」

　「学級」と向き合い，体育祭で学んだことを日常の生

活や次の行事等に活かすことができるようにする。

　振り返りシートを中心に意見を出し合い，体育祭の

振り返りを行った。最後に一言カード（みんなに……………-

言！）を書いて学級の掲示物とした。

⑥学級通信
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　体育祭明けのアンケート調査では13人もの生徒が

最高評価である10を付けた。ここから３分のl以上

の生徒が２年２組の現状にとても満足していることが

わかる。全体的な数値は上がっだが，その反面で５や

６のようにどちらでもないような評価をしている生徒

もいた。

　（２）実践の考察

　道徳「私たちの体育祭　HOWマッチ？」の実践後，

以下のような意見が出た。

・自分の班の意見を見て完璧だと思ったけど，他の班

　の意見を聞いて，そういう考えがあったのかとか，

　なるほどと思いました。

・ほとんどの班に“団結”というものが入っていて，

　みんなが自分と同じ考えをもっていることがうれ

　しかった。

・今日の授業でたくさん意見を出し合えて，みんなが

　同じ方向を見れた。明日の朝練はきっとたくさん跳

　べる（長縄）と思います。

　大半の生徒が，友達のことを思いやり，共に体育祭

を成功させようとする等の考えをもつことができた。

友達の考えを認め，学校行事を通してよりよい学級を

作っていくために有効な活動であったと考えられる。

　道徳「学級新聞作り」の実践後，これからみんなの

ためにがんばりたいことを問うと，以下のような意見

が出た。

・体育祭では全力で応援する

・率先して学級を盛り上げる

・学級が団結できるようなアイデアを出す

・たくさんの意見を出す

　自分のためにはもちろんであるが，学級のため，友

達のためにがんばりたいという意見が多くみられた。

友達と支え合い，共に成長し合うために，有効な活動

であったと考えられる。

　学活「君はどこかでヒーロー～体育祭の振り返り

～」の実践後，以下のような意見が出た。

・優勝はできなかったけど，学級が団結できたので悔

　いはない。これからの他の行事でも日常生活でも，

　みんなで協力してがんばりたい。

・誰かが失敗しても，責めたりせずにアドバイスをし

　てあげたい。

・同じクラスの仲間として，何事も助け合って支え合

　って物事をやり通すことを学んだので，それを忘れ

　ずに今後に生かしていきたい。

　（２）長縄グラフ（詳細は略）

　学級の団結のため，長縄で跳べた回数の成長グラフ

を作った。全員が共通の目標をもって取り組めるよう，

視覚的にわかるようにした。

３　実践の成果・考察・課題

　（１）実践の成果

　以下の２つの質問について，l.段階評価（10が「と

ても思う」）で継続的にアンケート調査をした。



・自分の役割を果たすことの大切さに気付くことがで

　きた。

　体育祭の準備や練習，当日を振り返る中で，学級が

団結することのすばらしさや友達を思いやる気持ちに

気付くことができた。これは，友達を認め，共に支え

合うという経験ができたという結果であると考えられ

る。また今回学んだことを日常生活の中で実行してい

こうとしている。今後の学級づくりのために，有効な

活動だったと考えられる。

　（３）今後の課題

　体育祭に向けての練習・準備段階で「団結」「協力」

　「応援」等の言葉が生徒の口から出てきたが，体育祭

が終わって少し経つと，学級の中はあまり変わってい

ないという意見もあった。一つ目の実践（道徳「私た

ちの体育祭HOWマッチ？」）のように,授業の中で意

見を出し合い話し合うような活動を取り入れることが，

本学級ではもっと必要だっただろうと感じている。

　学校行事によってすべての生徒が自分や学級の成

長を感じる中で継続してよい方向に持っていくことが

重要だと学ぶと同時に，今後の課題である。

　変化が激しい現代に生きる子どもたちは，自分で考

え判断し，正しく相手に伝えることが求められる。前

述したように　どの教科においても言語活動を充実す

ることが求められている。そこで技能教科である体育

でも，正しく相手に伝えたり，自分の行動や考えを文

章で表現したりする活動を積極的に取り入れたいと考

えた。

　また，体育は得意不得意がはっきり分かれる教科で

もある。すべての生徒が自分の目標に向けて取り組む

ことができるような授業を作りたいと考えた。

２　生徒の実態　一意欲・向上心を活かす一

本実践では，中学校２年生女子26名（l組12名，

２組14名）を対象とした。

　９月に行われた陸上競技の授業の中で，ハードル走

ではよりタイムを縮めようとし，走り高跳びではより

高い記録がでるように個々が自分の課題と向き合い，

積極的に練習を行っている姿がみられた。

　マット運動に関する事前アンケートを行ったとこ

ろ，「マット運動が好きですか」という問いに対し，

10段階で１組は平均5.0, 2組は平均5．7という結果

だった。　１組は全体的に普通と答えた生徒が多く，２

組は好き嫌いにばらつきがあった。また，苦手意識の

ある生徒でも「できる技を増やしたい」「もっと上手に

できるようになりたい」という願いをもっていること

がわかった。

３　器械運動・マット運動の特性と実践計画

　器械運動は「できる」「できない」がはっきりして

いるため,苦手意識を持ちやすい単元である。しかし，

各自の課題設定の段階で，自己の能力を適切に判断し

た技の選択をすることができれば，より多くの生徒に

　「できた」という満足感を味合わせることができると

考えられる。

　マット運動の授業の中で生徒が楽しさや達成感を

感じるのは，「挑戦した技ができるようになった」「で

きる技が増えた」「仲間と助け合って技ができるように

なった」等の時である。個人で技術を高めていくこと

だけにとらわれず，補助し合ったり仲間と共に練習し

たりする中で「なぜうまくいかないのか」「どこを修正

したらよいか」を客観的に見て判断する力を養うこと

ができる。また，互いに認め合い支え合う活動を通し

て，仲間と共に学ぶ楽しさを理解し，心身共に成長す

ることが期待できる。ペアでの活動を単元の中心に取

り入れたいと考えた。

４　実践の内容　※重視した活動を口で囲んだ（詳しくは以下記述する）
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５　具体的な手立て

　　　ーすべての生徒が参加できるように一

　本実践では，一人で取り組むのではなく友達と支え

合う中で学習カードを効果的に活用しながら，技を達

成していく喜びを味わうことができるような授業を目

指した。体系的な指導が求められる今だからこそ，豊

かなスポーツライフの基盤となるように，基礎的な技

能の習得を含め，共に高め合うという経験をさせたい

と考えた。

　単に「すごい！」「よかった！」と伝えるだけでは

なく，「何か」「どのように」「どう」なのかについて相

互に伝え合うことにより，より細やかな感性・情緒を

実感できるようになる。これらが日常生活の中で良好

な人間関係を築くことにもつながると考えた。

　また，毎授業の終わりに振り返りとしで書ぐ活

動を取り入れた。自分の考えや思い，感情等を書いて

まとめ，伝える技術の習得過程で思考力・判断力が深

まると考えた。そして単元の最後には論理的な「表現

力」の基礎になるレポートを書くことで論理的記述力

を養うことができると考え，実践を進めた。

　（１）毎時間の学習カード記入と振り返り

　　　　一自分の成長を文章で表すー

　毎時間の授業の最初に，本時の目標として教師が全

体に対して共通目標を定め，その時間に学習する内容

をホワイトボードに示し，説明をした。それを基に生

徒は個人の目標を立て，学習カードに記入した。自分

の技能のレベルに合った目標を立てることで達成する

喜びを味わわせたいと考えた。

　新たに気付いたこと，仲間にアドバイスしたこと，

仲間にアドバイスされたこと，次回に向けた課題，の

４項目を毎授業の終わりに記入した。自分の考えや思

い，感情等を書いてまとめることで，思考力を養うこ

とができると考えた。

　また，自己評価をして自分の責任を果たせるように

すること,技の名前を書き正しい知識を習得すること，

の２点も同時にできるよう作成した。

（２）ペア学習でのポイントチェックシートの活用

　　　一友達と支え合い技能の向上を目指すー

　授業の大半の活動を，ペア学習で展開していった。

互いにアドバイスをし合い交流をする中で｢支え合い｣

が生まれるよう意識して活動を行った。基本的には大

先頭横２列でペアを組み，毎回ペアを変えることはし

なかった。その理由としては，体格差を考慮したこと

と，常に同じようなペアで取り組むことで相手の特徴

や成長をともに見ることができるからである。

　教師がポイントチェックシートを作成し，教師が選

んだ19の技すべてを３段階のレベルに分けた。スモ

ールステップで一つ一つ確実に技を習得すると共に，

人に魅せるというマット運動の特徴を生かし，どの技

でも高い完成度を目指せるようにした。また，互いに

アドバイスする際に技能の違う生徒同士でもポイント

を的確に伝えることができるよう考えた。
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（３）レポート記述と運動能力・技能の明確化

　　　一論理的思考力を高めるー

　高理的な「表現力　の基礎になるレポートを書くこ

とで，論理的思考力を養うことを目的として行った。

　「はじめ・なか1・なか２・まとめ・おわり」に分け，

書き方のポイントを書き出しが書いてある構成シート

　（思考の型）を使った。レポートを書くという経験が

なかったため，より論理的な文章を書くことができる

ように工夫をした。技を複数選ぶ等の生徒には，教師

が構成シートの型を作り直した。

　構成シート①を書いた後に一度回収し教師が直し，

その後説明の部分が自由に書けるようになっている構

成シート②に，そこからさらにレポートとしてつなが

りのある文章にすることで，書くことに対してモチベ

ーションを下げることなく書くことができると考えた。

V

１

　実践の成果・考察

　実践の成果　一運動の大切さ・達成感・協力の重

要性を目に見えるように言語化(認識化)させるー

　（１）友達と支え合うことで喜びを分かち合う

　ポイントチェックシートを使うよう毎授業で促して

いった。初めは自分の練習を優先する生徒が多かった

が，実際に教師がさまざまなレベルの技を行い，アド

バイスの仕方や補助の仕方を学んだり，意図的にレベ

ルの判定をする時間を取ったりしていくうちに，自然

とチェックシートをじっくり見ながらアドバイスして

いる姿がみられるようになった。また，ペアを根気強

く補助している姿や友達に補助を頼む姿，できたとき

にハイタッチして喜びを分かち合う姿が多く見られた。

　体育の授業が技能の習得のみにとどまらず，友達の

学習を積極的に支援する等，相手と積極的に関わろう

とする意志をもち，これらが社会生活における望まし

い態度や行動にもつながっていくだろうと考える。よ

りよい人間関係を築く手助けを体育の学びの過程で行

うことができると共に，豊かなスポーツライフの基礎

となることを感じた。

【写真】ペアの友達にアドバイスをしている姿

　　　　　【写真】技のポイントを確認し合う姿

　（２）「自分の考え」や「事実」を言語化し表現力へ

　毎授業の終わりに，学習カードを書く活動を行った。

１時間の授業の中での気付き,共に学び合った事実（会

話），次回への課題を書いてまとめることで,頭の中を

整理して次回へとつなげられるようにした。はじめは

慣れずになかなか書くことができなかった生徒が多か

ったが，毎回朱書きを入れたり，授業の中でよく書け

ているものをいくつか紹介したりしていくことで“書

ぐことに関心をもち，より具体的に書くことができ

る生徒が増えていくことを実感した。授業が進むにつ

れて下記のように事実を正確に書くことができる生徒

が増えていった。

・○さんは開脚前転で足を開くタイミングがはやくて

　崩れていたので，「もう少し遅く開くといいよ」と

　言ったらきれいにまわることができていた。

・○さんは倒立前転のとき倒立でとまることができな

　かったので，「マットを見るといいよ」と言ったら
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　静止することができていた。

・○さんに，伸膝後転の練習のとき「足をつく場所を

　もう少し遠くしてみたら」と言われたので意識した

　ら，膝を伸ばして回れるようになった。

・片足正面平均立ちで「頭を上げて正面を見るといい

　よ」と言われて直したら，背中や膝がのびてきれい

　にバランスが取れるようになった。

（３）アンケートより　一達成感を味わうためにー

　　「あなたはマット運動が好きですか？」というアン

ケートを実践前と実践後の２回，10段階評価（10が

とても思う）で行った。授業を通してマット運動を“好

ぎだと感じた生徒が増え，生涯にわたって運動に親

しむことにつながっていくのではないかと考えられる。

　また「達成感を感じた場面はどこですか？」という

質問に対して,「できなかったことができるようになっ

たとき」という意見をほとんどの生徒が書いており，

　「発表会で５つの技をやり遂げたとき」という意見も

何人かから挙がった。個々の目標を立ててスモールス

テップで学習をしていくこと，自己の能力を適切に判

断して技を決めて取り組むことでより達成感を味わう

ことができると考えられる。

２　構成シートを使って論理的思考力を育てる

　　　ーレポート記述と評価一

　最後の授業では，生徒全員がマット運動での活動を

レポートとして書き，提出七だ。毎授業で書いてきた

学習カードを参考にし，構成シートを使うことでより

論理的に書ける生徒が多くみられた。レポートに書く

前に教師が個々に合った朱書きをし，もう一度練り直

して文章にすることで，より内容の濃いレポートが書

けたように感じた。

　高校生や大学生，社会人になるにつれて文章化する

こと求められてくる中で，中学校の段階で自分の考え

を論理的に記述できるような技術を身に付けることは

とても有効であり重要だということを改めて感じた。

　　　　　　【写真】教室でレポートを書く姿

　以下，生徒のレポートを①～⑥の観点でとらえ，運

動の大切さや技術等についての学習評価を分析して示

すことにした。なお，６つの観点の意図については以

下の各項目の補足説明をご覧いただきたい。
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①タイトルの付け方

　　開脚前転を学ぶ過程で工夫して取り組むという

　ことを学び，レポートの中に表現しようとしている。

②技能ポイントの習得と定着化

　　学習カードを見たり練習したりする中で，開脚前

　転のポイントに気付いている。

　。前転から膝を伸ばして開脚立ちになること

　・脚の開きと起き上がりのタイミング

　・あごをひいて回り脚を閉じてからすぐに開くこと

③課題の自覚と活用

　　「脚を伸ばしながら前転すること」「脚を開いた姿

　勢から伸ばして立つこと」という２つの課題を見付

　け，技の達成に向けて積極的に練習に取り組んだ。

　　また技をきれいに魅せるために手や脚に注意しな

　がら回ることを工夫している。

④互いに認め，支え合う重要性の自覚

　　友達にアドバイスしてもらったことを正確にとら

　え，積極的に練習の中に活かそうとしている。

⑤運動の楽しさと意欲

　　難しいところがあるがあえてそれに挑戦しようと

　考え，技の達成のために努力をした。

⑥学びの一般化

　　簡単なものでも工夫しだいでよりきれいにできる

　ことに気付き，今後の生活の中で自信をもって取り

　組んでいこうと考えている。

　で紹介した舞台や壁の練習法を積極的に使い，場を

　工夫して練習に取り組むことができた。

④互いに認め，支え合う重要性の自覚

　　友達のアドバイスをもとに，新たな練習に取り組

　もうとする姿勢がみられた。

　　ペアの友達のサポートをし，共に技の達成に向け

　てがんばる姿がみられた。

⑤運動の楽しさと意欲

　　教師が設定した共通課題に向けて積極的に取り組

　むことができた。

⑥学びの一般化

　　自分の決めた目標に向かって一生懸命取り組むこ

　との大切さに気付いている。
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①タイトルの付け方

　　新たな種目に挑戦する中で，倒立前転を成功させ

　るまでの努力の過程をレポートの中に表現しよう

　としている。

②技能ポイントの習得と定着化

　　学習カードを見たり練習したりする中で，倒立前

　転のポイントに気付いている。

　・マットを見ながら足を振り上げること

　・重心をうまくとることができれば倒立は成功でき

　　ること

③課題の自覚と活用

　　「3秒間倒立を保つ」「倒立を終えた後に立ち上が

　る」という２つの課題を見付け，それに対して授業



①タイトルの付け方

　　側転（側方倒立回転）を学ぶ過程でどうしたら丁

　寧な演技ができるのかを学び，レポートの中に表現

　しようとしている。

②技能ポイントの習得と定着化

　　学習カードを見たり練習したりする中で，伸膝後

　転と側方倒立回転のポイントに気付いている。

　・足を閉じて膝をのばしながらまわる（伸膝後転）

　・手に力を入れてマットを強く押し両足を引き寄せ

　　る（伸膝後転）

　・足でしっかりマットをけってまわり，頭が下にな

　　ったとき手に力を入れてあごを出すこと（側方倒

　　立回転）

　・１つ１つの動きを丁寧にやること

③課題の自覚と活用

　　２つの技に対してそれぞれ自己課題をもち，練習

　方法を工夫して取り組むことができた。

　・あごを引くこと（伸膝後転）

　・最後の立ちあがり（伸膝後転）

　。最後の着地（側方倒立回転）

④互いに認め，支え合う重要性の自覚

　　友達のアドバイスを受け入れ，苦手克服に努める

　姿がみられた。また，人に教えてあげたいという考

　えをもつことができた。

⑤運動技能の楽しさと意欲

　　技に対してよいイメージをもち，それを達成した

　いと考えている。

⑥学びの一般化

　・自分の心がけ次第で変わるということに気付いて

　　いろ。，

・人の話をよく聞いたり動きをよく見たりして，よ

　り完璧な動きをしようと考えている。

・自分の中でとどまらせるのではなく，他人に教え

　られるようになりたいと考えている。

VI　今後の課題と展望

　本実践研究は,体育科での『言語力向上』を中心に，

変化する時代に対応する資質や能力を求められる現代

の子どもたちが共に支え合って生きていけるよう，学

級・授業の両面から実践し検討したものである。

　本研究は新学習指導要領の保健体育科教育課題に

応えるとともに，中学校教育での「全教科・活動につ

ながるカリキュラム開発」に生かす提案でもある。

１　仲間と支え合って生きていける生徒を育む

　　　一目指す生徒像を明確にー

　マット運動の実践を通して，たくさんのことを取り

入れすぎてやや中途半端に終わってしまったというこ

とが一番の反省点である。友達と支え合うことで運動

の楽しさや達成感を味わうことができるよう授業を構

成したつもりであった。しかし，時間配分の誤差や生

徒の実態によっては，その時間の目標に向けた取り組

みがいまひとつできない等を感じる場面があった。

　限られた授業時間数の中で，「どのような生徒を育

てたいか」という一つの軸を明確にしておくことがと

ても大切だと,実践を通して改めて学ぶことができた。

今後，試行錯誤しながらさまざまな視点から授業実践

に取り組んでいきたい。

２　レポート活動を通して「学びの一般化」を

　今回授業の最後の時間に教室でレポートを書く時間

を取った。体育の授業の中で文章にして書き表すとい

う活動が初めてだったが，授業での学びを生活の中へ

活かそうとする内容がとても多くあった。一度型を示

してしまえば，より個性を出して論理的に書きまとめ

ることのできる生徒がたくさんいることを感じた。

　今後の実践の中で，構成シートからはじまり段階を

踏んでレポート指導をしていき，他教科や日常生活に

生きるコミュニケーション能力や言語力を体育科でも

大切にしていきたいと考えている。

　なお，誌面の関係上，授業アンケートやレポート等
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の詳細については省略させていただいたことをお断り

する。

Ⅶ　おわりに

　私はこの２年間，教育の理論的な部分を学んだり同

期の院生や現職の先生方と交流したりする中で，広い

視野を持ちさまざまな視点から物事を考えることの大

切さに気付くことができた。また，実習では長い期間

学校現場に入らせていただくことで，先生方の授業の

工夫や担任としての資質等を一から学ぶことができ，

４月から始まる教員生活へのステップになったと心か

ら思っている。

　今後もたくさんの人だちとの出会いを大切にし，今

感じている教職に対する熱い気持ちを忘れぬよう，こ

れから出会う子どもたちの末来のために努力し続けて

いきたい。

　　　【写真】体育祭での一枚(2012年５月12日）

【注　記】

注１）中央教育審議会答中「幼稚園，小学校，中学校，高等学

　　　校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」

　　　　(2008.1)

注２）『中学校学習指導要領解説保健体育編』(2008.3)

注３）『保健体育科教育法』（大修館書店,2009)

注４）『言語活動の充実に関する指導事例集【中学校版】』（2011）

注５）『新版　体育科教育学入門』（大修館書店,2010）

注６）『中学校学習指導要領』第５章特別活動学校行事(2008.3)
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